
2021年３⽉期第３四半期
決算概要（補⾜資料）

2021年2⽉15⽇

本資料に記載されている各項目の数値は、それぞれの数値の億円未満を四捨五入して表示しています。
また、増減については、億円単位の数値を元に計算しています。

＜記述の注意事項＞
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連結損益計算書

20/3⽉期
3Q実績
（A）

21/3⽉期
3Q実績
（B）

増減

（BーA) ⽐率

キーテレホンシステム 79 92 13 16％
ネットワーク機器他 93 85 △8 △9％
ネットワークソリューション分野 172 177 5 3％
セキュリティシステム 50 35 △15 △30％
部品他 56 52 △4 △7％
セキュリティソリューション分野 106 87 △19 △18％
連結売上⾼ 278 264 △14 △5％
連結営業利益 10 18 8 80％
連結経常利益 10 18 8 80％
親会社株主に帰属する四半期純利益 6 △8 △14 －
1株当たり四半期純利益 63.46円 △131.09円 △194.55円 －
ROE 2.8％ － － －

四半期純利益ベースで減収減益
過年度決算訂正関連費⽤（特別損失）の計上により、前年同期⽐14億円の減益

（単位︓億円）

2021年3⽉期
第3四半期連結
業績実績

1-1
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連結売上⾼の主な増減内訳1-2
2021年3⽉期
第３四半期連結
業績実績

20/3⽉期3Q 21/3⽉期3Q
264億円278億円 14億円減収

既存・成⻑事業で20億円の増収、アミューズメント事業で33億円の減収

（単位︓億円）

＋1

△33＋19

セキュリティ
ソリューション
分野
87

ネットワーク
ソリューション
分野
177

セキュリティ
ソリューション
分野
106

ネットワーク
ソリューション
分野
172

3

既存事業

アミューズメント事業

成⻑事業

（単位︓百万円）
2020年
3⽉期3Q

2021年
3⽉期3Q 差異

既存事業
9,922 10,995 1,073

5,834 6,620 786

アミューズメント
事業

1,124 534 △590

4,779 2,046 △2,773

成⻑事業
6,104 6,194 90

－ － －

（ネットワーク）

5,176 5,314 138

－ － －

（映像・新規）

928 880 △48

－ － －



（単位︓億円）

減収による利益減少はあるものの、コロナ禍における活動経費減少（旅費交通費、交際費等の活動費）、
過年度決算訂正（販売⽬的ソフトウェアの会計処理定義変更）による減価償却費等の減少により8億円
の増益

連結営業利益の主な増減内訳1-3

20/3⽉期
3Q

18億円10億円 8億円増益

販売機種構成変動

減価償却費等
減少

売上⾼減少

+4
コロナ禍における
活動経費減少

21/3⽉期
3Q

4

+4
△3

2021年3⽉期
第3四半期連結
業績実績

+3



連結損益計算書

20/3⽉期
実績
（A）

21/3⽉期
予想

(11/16公表）
（B）

21/3⽉期
予想

（2/15公表）
（C）

増減

（CーB) ⽐率

キーテレホンシステム 115 115 121 6 5％
ネットワーク機器他 136 118 120 2 2％
ネットワークソリューション分野 251 233 241 8 3％
セキュリティシステム 70 48 49 1 2％
部品他 72 59 70 11 19％
セキュリティソリューション分野 142 107 119 12 11％
連結売上⾼ 393 340 360 20 6％
連結営業利益 23 10 20 10 100％
連結経常利益 23 11 21 11 91％
親会社株主に帰属する当期純利益 10 △12 △5.5 6.5 －
1株当たり当期純利益 166.82円 △205.44円 △94.18 111.26円 －
ROE 4.4％ － － － －
配当 0円 (予想) 30円 (予想) 30円 － －

営業・経常利益・当期純利益ベースで増収増益予想（11/16公表との⽐較）
（単位︓億円）

2-1 2021年3⽉期
連結業績予想
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連結売上⾼の主な増減内訳（前回予想対⽐）

21/3⽉期予想
（11/16公表）

21/3⽉期予想
（2/15公表）

360億円340億円 20億円増収

既存事業のキーテレホンシステムやEMS等の受注増加により、20億円の増収を予想
（単位︓億円）

△0 ＋4
＋16

セキュリティ
ソリューション
分野
119

ネットワーク
ソリューション
分野
241

セキュリティ
ソリューション
分野
107

ネットワーク
ソリューション
分野
233

6

既存事業

アミューズメント事業

成⻑事業

2021年
3⽉期予想

（11/16公表）

2021年
3⽉期予想
（2/15公表）

差異

既存事業
14,283 14,695 412

7,933 9,136 1,203

アミューズメント
事業

717 719 2

2,767 2,764 △3

成⻑事業
8,300 8,686 386

－ － －

（ネットワーク）

7,159 7,437 278

－ － －

（映像・新規）

1,141 1,249 108

－ － －

（単位︓百万円）

2-2 2021年3⽉期
連結業績予想



（単位︓億円）

増収による利益の増加、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響による活動費⽤の減少、
業務委託費⽤等の低減で利益の増加を⾒込む。

連結営業利益の主な増減内訳（前回予想対⽐）

21/3⽉期予想
（11/16公表）

20億円10億円 10億円増益

売上⾼増加

+1

コロナ禍における
活動経費減少

21/3⽉期
（2/15公表）

7

+7
+3

業務委託費⽤等
低減

2-3 2021年3⽉期
連結業績予想

販売機種構成
変動

減価償却費等

+1
△2



つなげる技術の、その先へ。
⼼地よい暮らし、つまり、
安⼼で安全、快適で便利な環境の実現に向けて。
つなげる技術を、さらにつなげていくこと。
それを、お客様の明⽇へとつなげていく、サクサです。
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ビジョン（⽬指す姿）


